



















(2000、本誌所収)、東京方言は守時 (1994) 、堀口( 1995) による記述を主に参照し、各
方言を母方言とする話者による適格性判断もおこなっている 1)。
以下、まず伝聞・引用表現と文末のモーダルな表現との形式の関係を確認した上で (2.) 、
文末詞「ズj 、「チャ」、「ッテ」・「ッテパj の生起する環境を整理する (3.) 。次に、各文
























山口方言では、伝聞表現形式は「ト J と「テ j 、引用表現形式は「ト j と「ッテ(ユウ) J 、




き以外は常に促音を伴って「ッチャ J となるため、以下では「ッチャ j と表記する。
(3') <伝聞〉太郎は今度、香港に行くんト/行くんテ。(行くんだって)
(4') <話し手以外の発話の引用〉先生が、「早く行け」ト(*ユウタ) /ッテ(ユウタ)。







のどちらもほぼ同義で、用いられている。 (8) は「と J と「言う」とが音融合したもの、 (9)
は「と」と「言って」が音融合したものであろうが、 (9) の「ッチューテj には動調「言
う」の意味が含まれておらず、直後に動調「言う J が接続する。つまり、 (9) の f ッチ
ューテ J は (8) の融合形から一歩進んで引用表現のー形式となっているといえるだろう。
東京方言では、伝聞表現形式には「ッテ」、引用表現形式は「ッテj および「ト(イウ)J 
が用いられており、「ッテパj はどちらにも不適格である。文末詞には「ッテ J r ッテパ」
の両形式が用いられる。
(3り〈伝聞〉太郎は今度、香港に行くんだッテ/*ッテパ(行くんだって)
(4") <話し手以外の発話の引用〉先生が、「早く行けJ ッテ(イッタ) /*ッテパ/ト(イッタ) / 
だッテ(*イッタ)











ら文末詞としての「ッテ J r ッテパJ をまとめて扱い、表記を「ッテ(パ) J とする。
3. 文末詞「ズJ r ッチヤ J r ッテ(パ) J の共起関係
3.1. 文タイプによる制限
山形市方言の「ズJ 、山口方言の「ッチャ J 、東京方言の「ッテ(パ) J には文タイプに
よる制限がなく、いずれも汎用的な文末調といえる。
(10) (平叙文〉明日は雨{だズ/ッチヤ/だッテ(パ) }。
















東京方言の「ッテ(パ) J には、伝達のモダリティ形式「ネ」、「ナj は接続しない。
4. 用法












b:十人{*だズ1* ッチャ/だッテ1* だッテパ} !? うそだろ?





















4.2. 用法 (n) r呼びかけ』





























(パ) J や「ッチャ J がマークするのは直前の話し手自身の発話(一度目の呼びかけ)だ
が、「ズj がマークするのはそれではなく、あくまで話し手の既定の認識だと考えられる。
4ふ用法 (m) 典型的な用法



























ため、用法(四〉として用法 (III )と区別する (4.7.参照のこと)。なお、名古屋方言や豊









「ズJ r ッチャ J r ッテ(パ) J は使えないのである。また、
(27) C 先生: (授業中に〉今週中にレポートを提出してください。


















「ズ J r ッチャ J r ッテ(パ) J に共通するものである。
4.4. 用法 (N) 事実による話し手の既定の認識の変更の表示
































(32) a: しかし、太郎の車っていい{ズネ/ッチャネ/*ッテ(パ)ネ) 0 (いいよね)
b: {ンダズネ/ソレッチャネ/*ソウダッテ(パ)ネ} 0 (そうだよね)
4ふ用法 (V) rネ」後援用法
「ズ J r ッチャ」には「ネ」が後接し、「ズネ J r ッチャネ」となることがある。東京方













4.6. 用法 (VI) 開き手の認識との一致の伝達
「ズJ r ッチャ」にみられる用法に (35) のようなものがある。
(35) a:明日もまた雨だってよ。たまんないなあ。
b: {ンダズ/ソレッチャ/#そうだッテ(パ) }。ほんとにいやになる{ズ/ッチャ/#ッテ
(パ) } 0 (与そうなんだよ。本当にいやになっちゃうよ。)














4.7. 用法 (vn) 話し手だけがもっ既定の認識の伝達
「ズJ .!: r ッチャ」は、いわゆるノダ文の文脈で以下のような用法がみられる。ノダ文
といっても、聞き手の知らない命題について話し手が告白したり、教示したりするもの、
つまり野田( 1997) の「対人的ムードのノダJ にあたるものに限られる。
(37) a:実は、今はもう走れないけど、おれは中学時代にマラソンをやうてた{ンダズ/ンチャ/




(38) al:おれ、昨日、映画を見に行った{#ンダズ/ンチヤ1# ンダッテ(パ) }。
b2: うん。
a3:そしたらね、
(39) al:わたし、昨日は織に行った{ンダズ/ンチャ1# ンダッテ(パ) }。
b2:へえ、銀になんか行ったの。
a3:そうなんだ。その織の効き目つてのがすごいんだ。-





りきたりな話題では「ズJ が使いにくいが、 (39) (40) のように少々信じがたい話題や聞
き手にはあまりなじみがないと思われる話題では、話の初めから説得するつもりでとりか
かるため、「ズJ が使えるのであろう。











(41) あいつ/おれって、昔はよく飲み歩{イタケ互/キヨッタ之Zヱ1# イテタぇ乙斗三) }。






















「ズj í ッチヤ j í ッテ(パ) j は、文タイプについてはいずれの文末詞にも制限がない。
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イコン性 H発話 S発話 S.発話 事実 H認識 日発話
十
(引用) (引用) (引用) (参照) (参照) (参照) (ー)
マッチ度 マッチしない 確認 マッチ
(1) (II) (rn) (IV) (V) (VI) 〈羽〉 (咽)
ズ ﾗ ﾗ 。 。 。 。 ム 。
ッチャ ﾗ 。 。 。 。 。 。 ム




コン性が高い。しかし、表の右へいくほどイコン性は薄くなり、 (VII) (VIH) は話し手の
既定の認識だけを発話の前提としているため、イコン性はないといえる。
話し手の既定の認識と引用・参照した内容とのマッチ度に関しては、( 1) _. (N) は
マッチしないのだが、 (V) はマッチするとの話し手の推定を聞き手に確認するものであ















ダ文の補助のもとで用いられる。そして山形市方言の「ズ」は、 rp は Q だ」の rQ だ」
の部分にのみ用いられ、ノダ文の補助なしに話し手から聞き手への一方的な情報伝達に使
われる。すなわち、最も引用表現の性質が残っているのが東京方言の「ッテ」で、「ッテ












b: (山形市)え、何 {φ/切だテ/*だド/*だズ) ? よく聞こえないよ。
b': (山口〉え、何 {φ/テ/*ッテ/*ト/*ッチャ) ? よく聞こえないよ。
b": (東京〉え、何{ゅ/だッテ/#だト/*だッテパ) ? よく欄こえないよ。
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